
番外編 成田空港は大雪だった 

 

ホノルル空港を定刻 11:50am に出発した NH181 便は、成田空港に定刻より少し遅れて翌日の

16:30pm に到着した。 

 

成田空港は雪交じりの雨模様であったが滑走路に雪はほとんど積もっていない。 

CA の話では中部国際空港周辺は晴れておりこれくらいの雪では離陸には支障はないらしい。 

後はハワイ４島クルーズの楽しい思い出に浸りながらラウンジでシャワーを浴びて、軽い食事

をとり 2 時間後の NH339 便で名古屋に帰るだけであった。 

 

ところが… 

 

搭乗口で名古屋便の搭乗を待っている間に外は横殴りの吹雪様相を呈してきた。 

待合室のテレビは羽田空港の様子を映し、発着便に遅れや欠航が出ていることを告げている。 

ここ成田空港でも除雪のために出発が遅れ始めた便のアナウスが盛んに流れ始めた。 

 

そのうち、私たちが乗る予定の NH339 便の搭乗口の変更のアナウンスが流れた。 

変更搭乗口に急ぐ途中で窓の外を見ると雪は時間と共に酷くなってきている。 

素人目にも NH339 便の離陸は難しいのではと感じ始めた。 

まだ名古屋には新幹線で帰れる時間 06:30pm だったので、その事も頭を過ったがチェックイン



開始のアナウンスがあったので予定通り NH339 便で帰ることにした。 

 

NH339 便まではバスで行くとの事であった。 

最近では LCC でもバスで行くことはあまりない。 

しかも、この吹雪いている中でのバス移動はあまり気が進まない。 

 

そのうち、お決まりの優先搭乗のアナウンスが始まった。 

すると何を思ったか妻が突然立ち上がり、搭乗チェックイン口に進みそのまま姿が見えなくな

ってしまった。 

どうもダイヤモンド会員、プナチナ会員、ＳＦＣ会員、スターアライアンスゴールド会員などの

区別がつかないらしい。 

妻はＳＦＣ家族会員でスターアライアンスゴールド会員である。 

最初の優先搭乗はダイヤモンド会員である。 

 

何も問題なく搭乗チェックイン口を通過できてしまったようだ。 

遅れてバスに行くと妻が前席に座っていた。 

ある意味ではセキュリティに繋がる問題でもある。 

 

やがてバスは吹雪の中を走りだした。 

吹雪の中、NH339 便に向けて懸命に進むがなかなか着かない。 

私は成田空港には詳しくないのでそれほど違和感はなかった。 



中には時間がかかることに違和感を持った乗客もいたようだ。 

10 分くらいはかかっただろうか。 

駐機場を走ったり停まったりして、やっと NH339 便の傍に着いた。 

 

周りにも飛行機が居るハズであるが吹雪でほとんど見えない。 

係員が傘を差しだすが全く役に立たない。 

完全に猛吹雪の様相である。 

搭乗タラップの 1 部は凍り付いていた。 

この時点で私の中の『離陸できないのでは？』という疑問は確信に変わった。 

 

どうにか機内には入ったが出発時刻 06:25pm になっても離陸する気配はない。 

07:00pm になっても離陸する気配はない。 

この間、機内アナウンスはまったくない。 

外の吹雪はますます酷くなっている。 

 



ようやく、07:30 頃に機⾧から滑走路の除雪作業をこのまま待つとの機内アナウンスがあった。 

除雪作業には 90 分くらいはかかるとのことだった。 

昼間ならともかくこんな状態で除雪作業ができるのだろうか。 

今、キャンセルしてくれれば新幹線で名古屋まで帰ることができるのに… 

 

その後も CA が水や飴などを配っているだけで機内アナウンスはまったくない。 

機⾧のアナウンスがあったのは機内に閉じ込められてから 3 時間後の 09:30pm であった。 

内容は『滑走路が閉鎖されたため飛行をキャンセルする』とのアナウンスである。 

09:30pm 私たちは飛行機では名古屋に帰れないことが決まった。 

もう、新幹線でも帰れない。 

さらに問題はここからも続く。 

 

飛ばないのであれば一刻も早く機内から降りて他の交通手段で移動するとか、無理な場合は近

くに泊まるところを確保する必要がある。 

 

機内から空港ビルへは再びバスで戻る必要がある。 

この雪の中でもあるのでバスが直ぐに来るとは思わなかったが 1 時間くらいで来るものと思っ

ていた。 

 

しかし、待てども待てども迎えのバスは来ない。 

 



 

1 時間 30 分経った 11:00pm に機⾧からやっとアナウンスがあった。 

機⾧の説明では待機中の飛行機が多く地上乗務員が順番に対応しているので時間を要している

とのことであった。 

私たちの飛行機には 11:30pm 頃にバスが到着するとのことであった。 

 

ところが、その 11:30pm になってもバスは来ない。 

実際にバスが来たのは翌日 12:00am を過ぎてであった。 

 

窓の外にバスが見えたのでホットしていたが、今度は待てども待てどもドアが開かない。 

ドアはいったん閉めると外からしか開けられなく、そのための係員が到着していないのだ。 

何という手際の悪さだ。 

怒りを通り越して、これはもう『ジョーク』である。 

 



結局、私たちが機内から解放されたのは翌日の 01:00am を過ぎていた。 

機内に 7 時間近く閉じ込められていたことになる。 

ホノルルから 9 時間、更に 7 時間、合計 16 時間の機内は正直、身に堪えた。 

 

空港ビルは大勢の乗客でごった返していた。 

私たちは預けた荷物を受け取ってから翌日の名古屋便の席を確保することにした。 

 

ANA カウンターの前には行列が出来ていたので並んで待った。 

私たちの順番が来たので翌日の名古屋便の席の確保を申し出ると、この列は保険関係資料の配

布のみで搭乗券の変更はしていないと言われた。 

怒りを抑えて『搭乗券の変更はどのカウンターか』と聞くと『わからない』との返答があった。 

再び、怒りを抑えて他の係員に『搭乗券の変更はどのカウンターか』と聞くと『わからない』と

同じ返答があった。 

まったく統率がとれていない。 

今度は『責任者は何処にいるか』と聞いたがこれに対しても『わからない』との返答があった。 

 

きれいに印刷した看板を用意しろとまでは言わないが、せめて手書きでも良いので案内板くら

いはあっても良いのではないか。 

 

用意できないのなら案内の係員くらいは配置すべきである。 

 



機⾧の対応といい、地上職員の対応といい、もう、めちゃくちゃである。 

最近、LCC の批判を見聞するが、以前にクアラランプール空港でトラブルに合った時の対応は

これほどひどくはなかった。 

 

結局、私たちは成田空港第一ターミナル南ウィング 4 階の寒い床の上で一夜を過した。 

機⾧を始め ANA 乗務員はいつものようにホテルの暖かいベッドで一夜を過ごしたのだろう。 

 

翌日の中部国際空港行は夕方 05:45pm までない。 

私たちの名古屋までの航空券は国際線航空券国内区間なので払い戻しの対象にならないことや

海外渉外保険の対象にはならないので自費になることはわかっていたが、明日の夕方まで空港

で過ごすという選択肢は考えられなかった。 

 

早朝、東京駅から新幹線で名古屋に帰った。 

  



 

 

 

ハワイでは 1 週間クルーズの楽しい思い出とともに過していた。 

この楽しい思い出のまま家に帰りたかった。 

 

 

 

『成田空港の夜の思い出』 なんかいらない！！！ 


